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取扱説明書 


重要なお知らせ(安全のために) 


お買い上げいただをありびとラございます。 

I 八譯化 I 電気製品はま全のための注意事項を守らないと、火 
1 ^ A ° |災や人身事故になることがあります。 

この説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と本機を使う 
前の必要な準備について説明していまず。この説明書をよ<お読 
みのラえ、製品をぎ全にお使いください。お読みになったあとは、 
いつでち見られるところに必ず保管してください。 



安全規制について 

電波障害自主規制について 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で 
使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすこ 
とびあ0ます。 

本書に従って正しい取り扱いをして下さい。 

VCCI-B 

電気通信事業法に基づく認定について 

本製品は、電気通信事業法に基づく技術基準適合認定を受けてい 
ます。 


電波法に基づく認証について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信の無線設備として認証 
を受けています。従って、本機を使巧するとさに無,線局の免許は 
必要あ0ません。ただし、な下の事項を巧ラとミ去律によ0罰せら 
れることびお0ます。 

• 本機を分解/改造すること 

. 本機底面に表示されている適合マーク及び認証ま号を消すこと 


付属の電源コードについて 

0 

禁止 

付属の電源コードは ACIOOV 用です。 

付属の電源コードはこの機器のみでご使用いただく専用品です。 
他の製品ではご使用になれません。 

また付属の電源コードな外は本製品にはご使用にならないでくだ 
さい。発熱により火災-感電の原因となる事びあります。 


瞬時電圧低下について 

本装置は、社団法人電モ情報技術産業協をの定め rd (—ソナルコ 
ンピューターの瞬時電圧低下巧策規格を満足しております。しか 
し、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合びをじ 
ることびお0ます。 

(社団法人電子情報技術産業協会のバーソナルコンピューターの 
瞬時電圧ほ下対策規格に基づ < 表示） 
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AC 電源の遮断について 

c ! X 電源)ボタンを巧して電源を切っても、本機は、電源からは完全 
には遮断されていません。 

電源から切り離ずためには、 AC プラグをコンセントから抜く必要 
びあ0ます。 

不具合を感じた場合はすぐにコンセントからプラグを抜けるよラ 
に、 AC アダフターは、コンセントの近くでお使いください。 

AC アダプターについて 

AC アダプターは、同捆、あるいはソニー純正の指定品のをのをお使 
い < ださい。 

無線の周波数について 

本製品は 2.4 GHz 帯を使用しています。他の無線機器わ同じ周波 
数を使っていることびあります。他の無線機器との電波干渉を防 
止するため、下記事項にを意してご使用ください。 

この周波数帯では電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほか、 
他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用される免許を要する 
移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定のル電力無線局、ア 
マチュア無線局等(政下 r 他の無線局」と略す)び運用されています。 


1) 本製品を使用する前に、おくで r 他の無線局」び運用されていな 
いことを確認してください。 

2) 万一、本製品と r 他の無線尉との間に電波干渉び発生した場合 
には、速やかに本製品の使用場所を変えるか、または機器の運用 
を停止(電波の発射を停止）してください。 

3) 不明な点その他お困りのことび起きたときは 、 Sony Tablet ヴ 
ポートまでお問い合わせください。 

この表示のある無線機器は 2.4 GHz 帯を使用しています。変調方 
式として FH - SS 変調方式を採用し、与干渉距離は2日 m です。 

2.4FH2 

[ I ] I 


この表示のある無線機器は 2.4 GHz 帯を使用しています。変調方 
式として DS - SS 変調ち式および OFDM 変調方式を採巧し、与干渉 
距離は4日 m です。 


2. 4DS/0F4 
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著作権について 

• 本機で録画-録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、 
著作権法上、権利者に無断では使用できません。 

. 著物の複製および利用にあたっては、それぞれの著作物の使 
用許諾条件および著作権法を遵守する必要びあ0ます。著作を 
の許可なく、複製または利用すること、取り込んだ映像-画像- 
音声に蜜要、切除その他の改変を加え、著作物の同一性を損なラ 
こと等は禁じ5れています。 

本機を廃棄ずるとをのごま意 

镑 

Li-ion 

機器に内蔵されている充電式電池は U ヴイクルでさます。この充 
電式電池の取りはずしはお客様自身では行わず、 rSonyTablet ヴ 
ポーりにご相談ください。 （ rSonyTablet ヴポート」の連絡先は 
r クイックスタートガイド」に記載されています。） 


安全のために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電 
気製品は間違った使いかたをすると、火がや感電などにより人身 
事故につなびることびあ〇を険です。事故を防ぐために次のこと 
を必ずお守りください。 

ま全のためのま意事項を守る 

政下の注意事項をよ<お読みください。製品全般のを意事項び記 
載されています。 

故障した5使わない 

すぐに Sony Tablet ヴポ ー K または販売店に修理をご依頼くださし、。 
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万一異常び起きた 5 


. 煙び出たら 

. 異洁な音、においびしたら 
• 内部に水、異物び入ったら 
. 製品を落としたり、キャビネットを破損したとき 



〇電源を切る 

©電源コードや接続ケーブルを振く 
包 Sony Tablet ヴポート、または販売店に点検-修理を 


依頼する 


データはバックアップをとる 

記録媒体の記録巧割ホ、バックアップをとって保巧してください。 
本機の不具合など、何らかの原因でデータび消去、破損した場合、 
いかなる場合においてち記録内容の補修や補償については致しか 
ねますのでご了承ください。 


警告表示の意な 


本書および製品では、:欠のよラな表示をしています。表示の巧容 
をよく理解してか日本文をお読みください。 


A ブ己険 


この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 
死 t や大けびなどの人身事故び生じます。 


A 警告 


この表おのミま意事項を守らないと、火災-感電などにより死こや 
大けびなどの人身事故につなびることびあります。 


A 注意 


この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけ 
びをしたり周巧の物品に損害を与えたりすることびあります。 
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ミち意を促ず記号 

AAA 

ま意 火災 感電 
巧為を禁止する記号 

( S ) ® 嚇喔) 

禁止分お禁止水めれ禁止めれ手禁止 
行為を指おする記号 


〇 

指示 


處 

プラグをコン 
セントから巧く 
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I A 望包 A \ 

1 ^目口 I 火災 感電 

下記のま意事項を守5ないと乂災-感電な 
どにより死 t や大けびの原因となりまず。 


電源コードを傷つけない 

0 

禁止 

電源コードを傷つけると、火がや感電の原因とな0ます。 
• 本機と机や壁などの間にはさみ込んだりしない。 

. 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけたり、加熱したりしない。 

. 電源コードをおくとさは、必ずプラグを持って抜く。 






ミ由煙、湯気、湿気、ほこりのをい場附こは置かない 

0 

禁止 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因とな0ます。本書 
に記されている使巧条件政外の環境でのご使巧は、火災や感電の 
原因となることびあります。 

内部に水や異物を入れない 



水めれ禁止 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな0ます。 

万一、水や異物び入ったとさは、ずぐに電源を切り、電源コードや 
接続ケースレを抜いてください。 

内部をむやみに開けない 

分解禁止 

本機および付属の機器(ケーブルを含む)は、むやみに開けたり改 
造した0すると火災や感電の原因とな0ます。 


指定の AC アダプタ ー LU がは使用しない 

0 

禁止 

火がや感電、誤動作の原因になります。 

落雷のおそれびあるとをは本機を使用しない 

0 

禁止 

落雷により、感電することびあります。雷び予測されるときは、乂 
がや感電、製品の故障を防ぐたゆに電源フラグを抜いてください。 
また、雷び鳴り出したら、本機には軸らないでください。 

ひざの上で長時間使用しない 

0 

禁止 

長時間使巧すると本機の底面び熱くなり、低温やけどの原因とな 
0ます。 
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濡れた手で操作しない 

0 

禁止 

感電の原因にな0ます。また誤動 fPX ) 原因とな0ます。 

運転中は使用しない 

0 

禁止 

自動車、オートバイ、自転車などの運転をしなびらへッドホンを使 
用したり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶対におや 
ゆください。交通事故の原因になります。 
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本機は日本国内専用です 

〇 

指术 

• 交流10 0 V でお使い < ださい。 

海外などで、異なる電圧で使ラと、火災や感電の原因となること 
びあります。なお、 AC アダプターと電源コードは対応ずる入力 
電圧び異なる場合びあります。 AC アダフター-電源コードの 
記載をご確認ください。 

本機は国内専用です。海外で使用することを動作保証するわの 
ではありません。 

• AC アダフターを海が旅行者用の r 電モ式変圧器」などに接続し 
ないで<ださい。発熱や故障の原因とな0ます。 

. 本磯のワイヤレス機能は国内専用です。 

海外で使ラと罰せられることびあります。 



A 警告 


下記のま意事項を守 5 ないと、医療機器な 
どを誤動作させるおそれびあり事故の原因 
となります。 


特定の巧況下では、ワイヤレス機能を使用しない 

(S) 

禁止 

本機はワイヤレス機能を内蔵しています。な下の点にを意してご 
使用いたださ、障害などび発生した場合には、 [ Apps ] — [設定]一 
[無線とネットワーク]-[機巧モー问の順にタップし、 r 機内モー 
ド」のチェックボックスをオンにして、本機のワイヤレス機能を使 
用しないよラにしてください。 

また、緊急の場合には、ただちに本機の電源を切ってください。 

. 満員電車の中など混雑した場所ではワイヤレス機能を使用しない。 
付近にむ臓ぺースメーカーを装着されているちがいる可能性の 
ある場所では、電波によりペースメーカーの動作に影響を与え 
るおそれびあります。 


• む臓ペースメーカーの装着部位か 522 cm 政内で使用しない。 
電波によりペース方一力一の動作に影響を与えるおそれびあり 
ます。 

• 病院などの医療機関巧、医療用電気機器の近くでは使用しなし、 
電波び霖響を及ぼし、医療用電気機器の誤動作による事故の原 
因となるおそれびあ0ます。 

• 航空機の機内ではワイヤレス機能を使用しない。 

電波び慕響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれび 
あります。ワイヤレス機能の航空機内でのご利用については、 
ご利用の航空舍社に使巧条件などをご確認ください。 

• 本製品を使用中に他の機器に電波障害などび発生した場合は、 
ただちに使用をやめる。 

電波び霖響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれび 
おります。 
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A 警告 


下記のま意事項を守 5 ないと、健康を害す 
るおそれびあります。 


表示中の画面を長時間継続して見ない 

0 

禁止 

表示中の画面を長時間見続けると、目び疲れたり、視力び低下ずる 
おそれびあります。 

表示中の画面を見続けて体の一部に不快感や痛みを感じたとさ 
は、すぐに本機の使用をやめて休息して<ださい。万一、休息して 
ち不 I 陕感や痛みびとれないとさは医師の診察を受けて<ださい。 


12 


タッチ! くネルなどを使いずぎない 

0 

禁止 

タッチパネルなどを長時間使い続けると、腕や手首び痛くなった 
0することびあります。 

タッチ J (ネルなどを使用中、体の一部に不快感や痛みを感じたと 
きは、すぐに本機の使用をやめて休息してください。 

万一、休息してを不快感や痛みびとれないとさは医師の診察を受 
けてください。 

大音量で長時間続けて聞きずぎない 

0 

禁止 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて間くと、聴力に悪 
い影響を与えることびあります。 

特にへッドすンで間くときはごを意くださし、。 

呼びかけられて返事びでさるくらいの音量で間さましよラ。 




区 i を意 I 

下記のま意事項を守5ないと、けびをした 
り周辺の物品に損害を与えたりすることび 
あります。 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 

(§) 

めれ手禁止 

めれた手で電源プラグの抜き差しをずると、感電の原因となるこ 
とびあ0ます。 

接続ずるとをは電源を切る 

4 

AC アダプターや接続ケーブルを接続するときは、本機や接続する 
機器の電源を切り、電源コードをコンセントから振いてください。 
感電の原因となることびあります。 


指定された電源コードや接続ケープルを使ラ 

0 

禁止 

付属の電源コードはこの機器のみでご使用いただく専用品です。 
他の製品ではご使用になれません。 

また、付属の電源コード凹外は本製品にはご使用にならないでく 
ださい。発熱により火ぶ-感電の原因となることびあ0ます。 

電源コードや接続ケーブルを AC アダプターに巻き付けない 

0 

禁止 

断線の原因となることびあります。 

ホきなが6本機を使用しない 

0 

禁止 

ホさなびら細かい操作をしたり、表示画面を注視すると、思わめ事 
故に遭いけがをする恐れびあります。 
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通電中の本機や AC アダプターに長時間ふれない 

0 

禁止 

長時間巧唐び&れたままになっていると、低温やけどの原因とな 
ります。 

また、を類の上からでち長時間&れたままになっていると、低温や 
けどになる可能性びあ0ます。 

本機や AC アダプターを巧や布団などでおおった状態で使 
用しない 

0 

禁止 

熱びこちって本体び変形したり、故障や火災の原因となることび 
あります。 

バッグなどに入れる場合は、入れる前に本機をシャツトダウンし 
て < ださい。 
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すを定な場所に置かない 

0 

禁止 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置かないで<ださい。ま 
た、横にしたり、ひっくり返して置いたりしないでください。落ち 
たり、倒れた0してけびの原因となることがあ0ます。 

お手入れの際は、電源を切って電源プラグを抜く 

プラグをコン 
セントから巧く 

電源を接続したままお手入れをすると、感電の原因となることび 
あ0ます。 

移動させるとさは、電源コードや接続ケーブルを巧く 

4 

接続したまま移動させると電源コードや接続ケーブルび傷つさ、 
火災や感電の原因となった0、接続している機器び落ちたり、倒れ 
た0してけびの原因となることびあ0ます。 

また、本機を落とさないよラにご注意ください。 



端子はきちんと接続ずる 

4 

• 接続端テの内部に金属片を入れないでください。ピンとピンび 
ショート(短絡）して、火災の原因となることびあります。 

• 端子はまっすぐに差し込んで接続してくださし斜めに差し込 
むとピンとピンびショートして、火災の原因となることびあり 
ます。 

長時間使用しないときは電源プラグを巧く 

€ 

プラグをコン 
セントから巧く 

長時間使用しないとさは、安全のため電源プラグをコンセントか 
5抜いて < ださい。 

直射曰光のあたる場所や熱器具のおくに設置-保管しない 

0 

禁止 

内部の温度び上びり、火災の原因となることびあります。 


画面に衝撃を与えない 

0 

禁止 

重い物をのせたり、落としたりしないでくださし、。 

画面に強い衝撃を与えると割れて、けびの原因となることびあ0 
ます。 

画面の裏側を強く巧さない 

0 

禁止 

画面び割れて、故障やけびの原因となることびあります。 

本機に強い衝撃をちえない 

0 

禁止 

重いをのを載せる、落とす、本機の上に棄るなど、無理な力び加わ 
ると、けびや故障の原因となることびあ0ます。 
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幼巧の手の届かないところに置く 

〇 

指巧 

SD カードなどを誤って飮み込んだり、ケーブルを首に巻さつけた 
りすると、事故やけびの原因とな0ます。 


電池についてのま全上のご注意 

漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下記の注意事項を必ず 
お守りください。 

• ヘルプガイドに記載する又はソニーび別途指定する充電方ま政 
がでバッテ U —を充電しないでくださし、。 

• 火のそばやが天下などで充電した0、放置しない。 

• 本機を高温になる自動車内に放置しない。 

高温による電池液漏れ、爆発などの恐れびあります。 
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• 充電式電池の液び漏れたときは素手で液を触らない。 

液が本体内部に残ることびあるため 、 Sony Tablet サポートに 
ごネ目談ください。 

液び目に入ったとさは、失日月の原因になることびあるので目を 
こす5ず、すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに 
医師の治療を受けてください。液び身体や衣服についたとさわ、 
やけどやけびの原因になるので、すぐにされいな水で洗い流し、皮 
虔に炎症やけがの症状びあるとさには医師に相談してください。 


本機の発熱についてのご注意 


使用中に本機の表面や AC アダプターが熱くなることがあ 
0ます 

タプレツトデバイスを使用中や充電中は、本体や AC アダプターび 
熱くなることびありますび、動作上問題はありません。 

タブレツトデバイス本体の温度上昇び著しい場合、安全のために 
強制的に シャツ トダウンずることびあります。 

このような場合は、本体びをえてから涼しい場所でお使いください。 

本機や AC アダプターび普段よりち異常に熱くなったとさは 

普段よ0熱 < なる場合は故障び考えられますので、電源を切り 、 AC 
アダフターの電源コードをおいて使用を中止し、保証書記載の修 
理相談窓□までご連絡ください。 




保証書と アフターヴー ビス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お 
買い上げ店でお受け取りください。 

戸斤定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をし 
て < ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

• 保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

• イ呆証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理 
させていただをます。 

• 部品の保有期間について 

当社では、タブレツトデバイスの補修用性能部品(製品の機能を 
維持するために必要な部品)を、製造打ち切り被6年間保ちして 
います。 

この部品保有期間を1慶理可能の期間とさせていたださます。 
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よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームぺージをごま用くださし、。 


巧い方 
相談•如 


フリーダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話. PHS .— 部の IP 電話.046巨- 31-251 1 


フ1」ーダイヤル . 0120 -222-330 

携帯電話- PHS . —部の IP 電話-04目已 -31 -吕日31 

※取扱説日月書’1」モコン等の曆入ネ目談はこちらへお問い合わせください。 



http://www.sony.co.jp/support 


左記番号へ接続を、最初の 
ガイダンスが流れている間に 
「 51 oj + r # j を巧して<ださい。 
直接、担当窓口へおつなぞしまず。 


FAX 供ほ） 0120 -333-389 


ソニー 株式会社 


干1〇呂 -007 已東京都港区港南1 -7- 1 
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